
環境に配慮したモノづくりへ
　
モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
と
も
い
え
る
材
料
の
物
理

的
、
化
学
的
変
化
を
行
う
た
め
の
加
熱
に
利
用

さ
れ
る
装
置
、
工
業
炉
は
化
石
燃
料
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
量
に
消
費
し
て
き
た
。
産

業
界
で
は
モ
ノ
づ
く
り
に
お
け
る
よ
り
一
層
の
環

境
負
荷
低
減
を
目
指
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。
工
業
炉
も
、
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
、
省

エ
ネ
化
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削

減
、
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ
Ｘ

排
出
量
削
減
な
ど

の
環
境
対
応
が
進
ん
で
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
・
Ｎ
Ｏ
Ｘ
排
出
削
減
目
指
し
燃
料
転
換
が
進
む

世
界
最
大
級
の
ピ
ッ
ト
型
ガ
ス
炉
カ
ギ
は
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ
ー

工業炉と関連機器

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ８月２２日 月曜日 　　

大
阪
ガ
ス
の
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー

ナ
ー
　
上
下
２
基
が
１
セ
ッ

ト
東
洋
金
属
熱
錬
工
業
所

東
洋
金
属
熱
錬
工
業
所
が

本
格
稼
働
さ
せ
る
ピ
ッ
ト
型

ガ
ス
浸
炭
炉

　
大
阪
ガ
ス
は
燃
料
と
し
て

の
ガ
ス
供
給
の
み
な
ら
ず
、

燃
料
転
換
の
た
め
の
各
種
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、
燃
料
転
換
、
省
エ
ネ

・
省
コ
ス
ト
化
に
加
え
て
、

熱
処
理
の
高
品
質
化
を
実
現

し
た
の
が
東
洋
金
属
熱
錬
工

業
所
。

　
同
社
高
砂
第
２
工
場

兵

庫
県
高
砂
市

が
８
月
下
旬

か
ら
本
格
稼
働
さ
せ
る
ピ
ッ

ト
型
ガ
ス
浸
炭
炉
は
幅
４

、
深
さ
２

で
、
風
力
発

電
機
用
や
船
舶
用
の
減
速
機

部
品
な
ど
、
大
型
部
品
の
浸

炭
が
可
能
な
世
界
最
大
級
の

も
の
。
こ
の
炉
に
は
２
基
が

１
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
低
角
燃

焼
量
１
０
０

の
大
阪
ガ

ス
製
差
し
込
み
式
リ
ジ
ェ
ネ

バ
ー
ナ
ー
が
６
ペ
ア
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ
ー
シ
ス

テ
ム
は
蓄
熱
体
を
内
蔵
し
た

バ
ー
ナ
ー
を
２
台
１
ペ
ア
で

利
用
す
る
。
２
台
の
バ
ー
ナ

ー
を
交
互
に
燃
焼
さ
せ
、
燃

焼
し
て
い
る
方
の
バ
ー
ナ
ー

は
燃
焼
し
て
い
な
い
方
の
バ

ー
ナ
ー
に
排
気
し
、
蓄
熱
体

に
排
気
の
熱
を
蓄
積
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
燃
焼
用
空

気
が
予
熱
さ
れ
、
高
効
率
に

排
熱
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

　
燃
料
に
都
市
ガ
ス
を
使
う

こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
削
減
で
き
る
こ
と
に
加
え

て
、
バ
ー
ナ
ー
切
り
替
え
に

よ
る
交
互
燃
焼
の
効
果
、
高

温
予
熱
空
気
燃
焼
に
よ
る
効

果
で
、
炉
気
撹
拌
が
発
生

し
、
炉
内
の
温
度
分
布
の
均

一
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
の
バ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
は
圧
延
炉
や
鍛
造

炉
、
浸
炭
炉
、
溶
解
炉
な
ど

に
採
用
・
普
及
し
て
き
て
い

る
。

　
一
方
、
同
社
第
１
工
場
で

も
９
台
の
フ
ォ
ー
ク
チ
ャ
ー

ジ
式
焼
き
な
ら
し
・
焼
き
入

れ
・
焼
き
戻
し
炉
を
ガ
ス
炉

に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で

に
利
用
し
て
い
た
灯
油
と
比

較
し
て
、
燃
料
使
用
量
の
大

幅
削
減
を
実
現
し
た
。
こ
こ

で
は
バ
ー
ナ
ー
に
大
阪
ガ
ス

の
「
イ
ン
パ
ル
ス
バ
ー
ン
シ

ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
常
に
バ

ー
ナ
ー
を
定
格
燃
焼
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ー
ナ
ー
を
燃

焼
、
消
化
と
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
り
、
炉
気
の
撹
拌
が

行
わ
れ
、
炉
内
温
度
の
均
一

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

工
業
炉
の
省
エ
ネ
化
に
加
え

て
、
熱
処
理
の
高
品
質
化
も

実
現
さ
せ
て
い
る
。

　
金
属
工
業
、
機
械
工
業
、

電
気
・
電
子
工
業
、
さ
ら
に

は
石
油
・
化
学
工
業
な
ど
、

工
業
炉
は
幅
広
い
分
野
の
モ

ノ
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
装

置
だ
。
材
料
や
部
品
を
加

熱
、
溶
融
、
乾
燥
、
焼
成
、

脱
臭
な
ど
の
熱
を
利
用
し
た

物
理
的
、
あ
る
い
は
化
学
的

変
化
を
行
う
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
工
業
炉
は
燃
料
を
燃
焼
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
を
得

る
も
の
と
、
電
気
に
よ
っ
て

熱
を
得
る
も
の
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
燃
料

を
利
用
す
る
も
の
で
は
さ
ら

に
石
炭
や
コ
ー
ク
ス
、
重

油
、
灯
油
、
天
然
ガ
ス
、
液

化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

な

ど
、
燃
料
に
よ
っ
て
分
類
さ

れ
る
。
一
方
、
電
気
式
も
抵

抗
加
熱
、
誘
導
加
熱
、
ア
ー

ク
加
熱
や
電
子
ビ
ー
ム
加

熱
、
プ
ラ
ズ
マ
加
熱
な
ど
に

分
類
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
工
業
炉
は
多

量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

て
き
た
。
今
後
、
省
エ
ネ

化
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｏ
２
や
Ｎ

Ｏ
Ｘ
の
排
出
量
を
削
減
し
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
、
石
油
系
燃
料
を
利
用

し
た
炉
か
ら
蓄
熱
型
熱
交
換

機
を
内
蔵
し
た
バ
ー
ナ
ー
を

搭
載
し
て
い
る
高
性
能
工
業

炉
や
電
気
加
熱
炉
へ
の
転
換

な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
灯
油
や
重
油
と
い
っ
た
石

油
系
燃
料
か
ら
、
燃
焼
時
に

発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

が
化
石
燃
料
の
中
で
最
も
少

な
い
天
然
ガ
ス
が
原
材
料
に

な
っ
て
い
る
都
市
ガ
ス
へ

と
、
工
業
炉
の
利
用
す
る
燃

料
転
換
が
加
速
し
て
い
る
。

　
大
阪
ガ
ス
に
よ
れ
ば
、
天

然
ガ
ス
焚
き
従
来
型
バ
ー
ナ

ー
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
１
０

０
％
と
し
た
場
合
、
天
然
ガ

ス
化
で

％
ま
で
削
減
が
可

能
で
、
「
リ
ジ
ェ
ネ
レ
イ
テ

ィ
ブ
バ
ー
ナ
ー

リ
ジ
ェ
ネ

バ
ー
ナ
ー

」
の
よ
う
な
高

効
率
バ
ー
ナ
ー
の
導
入
を
行

え
ば
、

％
ま
で
削
減
で
き

る
と
い
う
。


